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地
銀
業
績
の
持
ち
直
し

　

コ
ロ
ナ
危
機
以
降
、
地
銀
（
地
方
銀
行

＋
第
二
地
方
銀
行
）
の
業
績
が
持
ち
直
し

て
い
る
。
本
業
か
ら
の
利
益
で
あ
る
コ
ア

業
務
純
益
を
見
る
と
、
2
0
2
0
年
度
以

降
増
加
に
転
じ
、
22
年
度
は
14
年
ぶ
り
の

高
水
準
と
な
っ
た
（
図
表
1
）。
科
目
別

の
動
き
を
見
る
と
、
貸
出
金
利
収
益
等
か

ら
な
る
資
金
運
用
利
益
は
、
日
銀
に
よ
る

マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
の
導
入
等
を
受
け
て

大
き
く
減
少
し
て
い
た
が
、
20
年
度
以
降
、

持
ち
直
し
に
転
じ
て
い
る
。
加
え
て
、
手

数
料
収
入
等
か
ら
な
る
役
務
取
引
等
利
益

に
つ
い
て
も
、
長
年
伸
び
悩
ん
で
い
た
が
、

21
年
度
以
降
は
徐
々
に
増
加
し
て
い
る
。

一
方
、
営
業
経
費
を
見
れ
ば
、
コ
ロ
ナ
危

機
以
降
も
人
件
費
を
中
心
と
し
た
経
費
削

減
が
続
い
て
い
る
。

　

も
っ
と
も
、
コ
ロ
ナ
危
機
を
受
け
て
地

銀
の
収
益
環
境
が
大
き
く
改
善
し
た
わ
け

で
は
な
い
。
中
核
の
貸
出
ビ
ジ
ネ
ス
で
は
、

コ
ロ
ナ
危
機
以
降
も
貸
出
金
利
の
低
下
が

続
い
て
お
り
、
貸
出
の
収
益
性
（
預
貸
金

利
ざ
や
）
は
著
し
く
悪
化
し
て
い
る
。
業

態
別
の
新
規
貸
出
金
利
を
見
る
と
、
市
場

金
利
の
底
打
ち
、
上
昇
等
を
背
景
に
、
都

銀
1

は
16
年
以
降
新
規
貸
出
金
利
を
小
幅

な
が
ら
引
き
上
げ
、
信
金
で
も
21
年
以
降

上
昇
に
転
じ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
地
銀

は
む
し
ろ
一
段
と
引
き
下
げ
て

き
た
（
図
表
2
）。
こ
の
間
、

地
銀
は
都
銀
・
信
金
に
比
べ
て

貸
出
残
高
を
大
き
く
積
み
上
げ

て
お
り
、
地
銀
が
預
貸
金
利
ざ

や
を
削
っ
て
貸
出
残
高
を
増
や

す
戦
略
を
採
っ
て
き
た
こ
と
が

見
て
取
れ
る
。
も
っ
と
も
、
22

年
以
降
は
、
地
銀
の
新
規
貸
出

金
利
も
下
げ
止
ま
っ
て
お
り
、

よ
う
や
く
地
銀
で
も
預
貸
金
利

ざ
や
の
縮
小
に
歯
止
め
が
か
か

り
つ
つ
あ
る
。
一
方
、
非
金
利

収
益
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
危

機
以
降
、
ロ
ー
ン
関
連
手
数
料

等
が
増
え
て
い
る
も
の
の
、
為

替
手
数
料
な
ど
は
趨す

う

勢せ
い

的
に
減

少
し
て
お
り
、
役
務
取
引
等
利

地
銀
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
の
変
化
と
今
後
求
め
ら
れ
る
取
り
組
み

コ
ス
ト
削
減
か
ら
成
長
投
資
に
シ
フ
ト
で
き
る
か

日
本
総
合
研
究
所
調
査
部

金
融
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
主
任
研
究
員

大
嶋
秀
雄

解 説

　
近
年
、
地
銀
の
業
績
は
持
ち
直
し
て
い
る
も
の
の
、
中
核
の
貸
出
ビ
ジ
ネ
ス
の
収
益
性
は
著
し
く
悪
化
し
て
お
り
、
持

続
可
能
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構
築
が
急
務
で
あ
る
。
こ
う
し
た
中
、
地
銀
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て

い
る
。
具
体
的
に
は
①
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
下
の
資
金
需
要
の
変
化
②
日
銀
政
策
修
正
に
伴
う
金
利
環
境
の
変
化
③
地
銀
に
期

待
さ
れ
る
役
割
の
多
様
化
④
異
業
種
参
入
に
よ
る
競
争
激
化
⑤
人
手
不
足
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減
の
限
界
―
で
あ
る
。
こ
う

し
た
経
営
環
境
の
変
化
は
、
地
銀
に
と
っ
て
ビ
ジ
ネ
ス
変
革
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。
資
金
需
要
や
金
利
環
境
の
変
化
を
生

か
し
て
貸
出
等
の
収
益
性
改
善
を
図
る
と
と
も
に
、
積
極
的
な
成
長
投
資
を
行
っ
て
、
地
域
課
題
解
決
に
向
け
た
新
た
な

ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

お
お
し
ま
・
ひ
で
お　
京
大
理
学
部

卒
。三
井
住
友
銀
行
入
行
、日
本
総
合

研
究
所
調
査
部
、日
興
リ
サ
ー
チ
セ

ン
タ
ー
理
事
長
室
、三
井
住
友
銀
行

リ
ス
ク
統
括
部
を
経
て
、現
職
。専
門

は
金
融
機
関
の
経
営
環
境
、金
融
シ

ス
テ
ム
。

　

1　都銀は、みずほ、三菱UFJ、三井住友、りそな、埼玉りそな。
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益
は
全
体
と
し
て
大
き
く
伸
び
て
い
る
と

は
言
い
難
い
。
役
務
取
引
等
利
益
は
、
そ

の
水
準
も
資
金
運
用
利
益
の
2
割
程
度

（
22
年
度
）
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
貸
出

に
次
ぐ
収
益
の
柱
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　

厳
し
い
収
益
環
境
が
続
く
中
、
こ
れ
ま

で
の
貸
出
残
高
の
増
強
や
経
費
削
減
を
重

視
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
戦
略
は
持
続
的
と
は
言

い
難
く
、
地
銀
に
は
、
持
続
可
能
な
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
の
構
築
が
急
務
と
な
っ
て
い

る
。変

化
す
る
地
銀
の
経
営
環
境

　

こ
う
し
た
中
、
足
元
で
は
、
コ
ロ
ナ
危

機
か
ら
の
経
済
活
動
の
正
常
化
等
を
受
け

て
、
地
銀
の
経
営
環
境
が
大
き
く
変
化
し

て
い
る
。
主
な
変
化
と
し
て
は
、
次
の
五

つ
が
あ
る
（
図
表
3
）。

　

一
つ
目
は
、
資
金
需
要
の
変
化
で
あ
る
。

足
元
で
は
、
コ
ロ
ナ
危
機
対
応
の
実
質
無

利
子
無
担
保
融
資
（
い
わ
ゆ
る
ゼ
ロ
ゼ
ロ

融
資
）
の
返
済
が
本
格
化
す
る
中
、
コ
ロ

ナ
危
機
下
で
伸
び
た
、
資
金
繰
り
の
悪
化

を
背
景
と
す
る
資
金
需
要
は
減
退
し
て
い

る
一
方
、
経
済
正
常
化
に
よ
る
需
要
の
回

復
や
人
手
不
足
の
深
刻
化
な
ど
を
背
景
と

し
た
企
業
の
積
極
的
な
設
備
投
資
に
伴
う

資
金
需
要
が
拡
大
し
て
い
る
。
加
え
て
、

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
（
D
X
）
や
グ
リ
ー
ン
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

（
G
X
）
と
い
っ
た
社
会
・
経
済

構
造
の
変
革
に
向
け
た
取
り
組
み

も
新
た
な
資
金
需
要
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。
ま
た
、
返
済
が
本
格
化

す
る
ゼ
ロ
ゼ
ロ
融
資
に
つ
い
て
は
、

約
2
割
が
返
済
に
懸
念
（
借
り
換

え
や
リ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
検
討
）

が
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
地
銀
は

追
加
の
対
応
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。

政
府
は
新
た
な
借
換
保
証
制
度
を

導
入
し
て
い
る
が
、
経
済
回
復
局

面
に
お
い
て
も
業
績
・
資
金
繰

り
が
十
分
に
改
善
し
な
い
企
業

は
、
低
い
収
益
力
や
人
手
不
足

と
い
っ
た
経
営
課
題
を
抱
え
て

い
る
可
能
性
が
高
く
、
借
り
換

え
に
よ
る
資
金
支
援
に
加
え
て
、

こ
う
し
た
企
業
に
対
し
て
は
、

経
営
課
題
に
対
す
る
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
を
提
供
す
る
こ
と
が
重

要
と
言
え
る
。

　

二
つ
目
は
、
金
利
環
境
の
変

化
で
あ
る
。
22
年
以
降
、
イ
ン

フ
レ
圧
力
の
高
ま
り
等
を
背
景

に
、
日
銀
の
金
融
政
策
の
修

正
・
正
常
化
観
測
が
く
す
ぶ
っ
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（注）各年度の2012年度対比の増減
（出所）各社決算資料、全国銀行協会等を基に日本総研作成

〈図表1〉地銀のコア業務純益（2012年度対比）

（注）5年債利回り、新規貸出金利は12カ月平均
（出所）日銀、Bloomberg L.P.等を基に日本総研作成

〈図表2〉業態別新規貸出金利と政策・市場金利

コロナ危機に伴う経済減速

コロナ危機下の経営環境

― 企業業績・資金繰りの悪化
― 設備投資の低迷

コロナ危機への対応
― コロナ対応支援、ゼロゼロ融資
― 企業の手元資金確保

低金利環境の長期化
― イールドカーブコントロール（YCC）

コスト削減、経営基盤強化
― 人件費削減
― 政府・日銀の経営基盤強化支援

地銀間の競争激化
― 越境融資、低金利競争の継続

ポストコロナの経済環境変化

ポストコロナの経営環境

― 経済正常化による企業業績回復
― 人手不足等による設備投資拡大

社会課題解決に向けた機運の高まり
― DX、GXといった社会課題解決に
向けた取り組み加速

金融政策の修正・正常化期待 
― YCC柔軟化、政策正常化期待

人手不足、賃上げ
― 銀行における人手不足の深刻化

金融ビジネスへの異業種参入・成長
― BaaSによる参入、ネットバンク成長

資金需要の変化

銀行ビジネスへの影響

― 人手不足等の経営課題解決に
向けた資金需要の拡大

地銀に期待される役割の多様化
― 地域課題解決に向けた、非金融
サービスを含む様々な支援ニーズ

金利環境の改善期待 
― 貸出ビジネスの収益性改善

コスト削減の限界
― 人員削減のハードル高

異業種との競争激化
― 住宅ローン、決済等での競争

（出所）日本総研作成

〈図表3〉地銀の経営環境の変化
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て
い
る
。
今
年
4
月
に
就
任
し
た
植
田
和

男
日
銀
総
裁
は
、
早
期
の
金
融
政
策
正
常

化
に
は
慎
重
な
姿
勢
を
示
し
て
は
い
る
も

の
の
、
現
在
の
金
融
政
策
の
副
作
用
や
物

価
基
調
の
変
化
に
言
及
し
て
お
り
、
金
融

政
策
の
修
正
・
正
常
化
へ
の
期
待
が
高
ま

っ
て
い
る
。
実
際
に
、
7
月
に
は
イ
ー
ル

ド
カ
ー
ブ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
（
Y
C
C
）
政

策
の
運
用
が
柔
軟
化
さ
れ
、
長
期
金
利
は

0
・
7
％
台
ま
で
上
昇
し
た
（
23
年
9
月

15
日
時
点
）。
貸
出
金
利
は
短
期
金

利
に
連
動
す
る
タ
イ
プ
が
中
心
で
あ

る
た
め
、
Y
C
C
柔
軟
化
に
伴
う
長

期
金
利
の
上
昇
が
地
銀
収
益
に
与
え

る
プ
ラ
ス
の
影
響
は
限
ら
れ
る
も
の
の
、

金
融
政
策
が
正
常
化
に
向
か
い
、
短
期
金

利
を
含
め
て
上
昇
し
た
場
合
に
は
、
預
貸

金
利
ざ
や
の
改
善
等
を
通
じ
て
、
地
銀
収

益
に
は
プ
ラ
ス
の
影
響
が
想
定
さ
れ
る

（
図
表
4
）。
も
っ
と
も
、
金
利
上
昇
の
恩

恵
を
享
受
す
る
た
め
に
は
、
貸
出
先
に
対

す
る
金
利
引
き
上
げ
交
渉
が
必
要
と
な
る
。

事
業
会
社
に
お
け
る
値
上
げ
と
同
様
に
、

銀
行
に
お
け
る
貸
出
金
利
の
引
き
上
げ
は

容
易
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
低

金
利
戦
略
を
続
け
て
き
た
地
銀

が
ど
こ
ま
で
貸
出
金
利
を
引
き

上
げ
、
金
利
上
昇
の
恩
恵
を
享

受
で
き
る
か
は
不
透
明
な
面
も

あ
る
。

　

三
つ
目
は
、
地
銀
に
期
待
さ

れ
る
役
割
の
多
様
化
で
あ
る
。

わ
が
国
政
府
が
重
点
政
策
に
掲

げ
る
D
X
や
G
X
と
い
っ
た
社

会
・
経
済
構
造
の
変
革
に
は
、

各
地
域
に
お
け
る
取
り
組
み
が

不
可
欠
で
あ
る
も
の
の
、
地
域

の
中
小
企
業
で
は
、
人
材
や
ノ

ウ
ハ
ウ
、
資
金
な
ど
を
十
分
に

確
保
で
き
ず
、
対
応
を
た
め
ら
っ
て
い
る

中
小
企
業
が
多
い
。
こ
う
し
た
中
、
多
く

の
中
小
企
業
と
取
引
関
係
の
あ
る
地
銀
に

対
し
て
、
地
域
の
旗
振
り
役
や
、
中
小
企

業
の
支
援
者
と
し
て
の
役
割
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。
特
に
こ
う
し
た
取
り
組
み
で
は
、

資
金
支
援
の
み
な
ら
ず
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
、
デ
ジ
タ

ル
化
等
の
技
術
的
な
サ
ポ
ー
ト
、
専
門
人

材
・
経
営
人
材
の
紹
介
と
い
っ
た
、
資
金

面
以
外
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供
も
不

可
欠
で
あ
り
、
近
年
、
地
銀
に
対
し
て
、

こ
う
し
た
非
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
期

待
す
る
企
業
が
増
え
て
き
て
い
る
（
図
表

5
）。
21
年
の
銀
行
の
業
務
範
囲
規
制
の

見
直
し
を
受
け
て
、
地
銀
は
幅
広
い
ビ
ジ

ネ
ス
が
展
開
可
能
と
な
っ
て
お
り
、
実
際

に
、
I
T
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
や
商
社
、

人
材
派
遣
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電

事
業
と
い
っ
た
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
に
参
入

す
る
地
銀
が
増
え
て
い
る
。

　

四
つ
目
は
、
異
業
種
と
の
競
争
激
化
で

あ
る
。
近
年
、
ネ
ッ
ト
バ
ン
ク
が
低
コ
ス

ト
や
利
便
性
を
武
器
に
預
金
・
貸
し
出
し

を
堅
調
に
拡
大
さ
せ
て
お
り
、
特
に
地
銀

が
高
い
シ
ェ
ア
を
持
つ
住
宅
ロ
ー
ン
市
場

で
は
、
地
銀
と
ネ
ッ
ト
バ
ン
ク
が
激
し
く

競
合
し
て
い
る
。
条
件
競
争
の
激
化
に
よ

っ
て
、
住
宅
ロ
ー
ン
金
利
が
大
幅
に
低
下

す
る
と
と
も
に
、
足
元
で
は
、
団
体
信
用

生
命
保
険
等
の
付
帯
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る

競
争
も
激
化
し
て
お
り
、
住
宅
ロ
ー
ン
の

収
益
性
は
著
し
く
悪
化
し
て
い
る
。
一
部

の
都
銀
で
は
、
住
宅
ロ
ー
ン
ビ
ジ
ネ
ス
の

縮
小
方
針
を
掲
げ
る
動
き
も
あ
る
。
さ
ら

に
、
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
の
多
様
化

も
進
ん
で
い
る
。
決
済
分
野
で
さ
ま
ざ
ま

なFintech

企
業
が
台
頭
し
て
い
る
ほ
か
、

ネ
ッ
ト
バ
ン
ク
等
が
提
供
す
る
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
（Banking as a Service

＝

B
a
a
S
）
を
活
用
し
て
、
事
業
会
社
が

サ
ー
ビ
ス
に
金
融
を
組
み
込
む

「Em
bedded Finance

（
組
込
型
金

プラス影響が想定されるものの、限定的。
― 新規の固定金利貸出の利ざや改善するものの、対象の貸出
は限られる。（貸出金利の引き上げ交渉が必要）

― 預金金利への影響は軽微。
― 新規の円債投資の利回り改善。一方、保有円債の評価損拡大
（満期保有により損失の実現は回避可能）。

プラス影響が想定。 
― 新規の固定金利貸出だけでなく、変動金利貸出（含む既存）
の利ざや改善（ただし、金利引き上げ交渉が必要）。

― 預金金利が上昇し、利払い増加。
― 新規の円債投資の利回り改善。一方、保有円債の評価損拡大
（満期保有により損失の実現は回避可能）。

金融政策

YCC
修正・
撤廃

短期政策
金利
引き上げ

主な銀行収益影響想定される
金利変動

長期金利を
中心に上昇

短期を含め
金利全体が
上昇

（出所）日本総研作成

〈図表4〉金融政策の修正・正常化と想定される銀行収益への影響

0 10 20 30 40 50 60（％）

取引先･販売先の紹介

支援制度の紹介･申請支援

IT化等の業務効率化支援

財務内容の改善支援

経営人材の紹介

事業承継の助言

事業計画の策定支援

（注）複数回答。
（出所）金融庁「金融機関の取組みの評価等に関する企業アンケート

調査」（2023年2～3月）

〈図表5〉金融機関から受けたいサービス
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融
）」
の
取
り
組
み
も
増
え
て
お
り
、
ヤ

マ
ダ
電
機
や
日
本
航
空
な
ど
が
預
金
や
住

宅
ロ
ー
ン
と
い
っ
た
銀
行
サ
ー
ビ
ス
に
参

入
し
て
い
る
。
B
a
a
S
の
提
供
は
地
銀

に
と
っ
て
も
ビ
ジ
ネ
ス
機
会
と
な
り
得
る

も
の
の
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築
等

に
投
資
・
ノ
ウ
ハ
ウ
が
必
要
で
あ
り
、
今

の
と
こ
ろ
地
銀
に
よ
る
取
り
組
み
は
少
な

い
。

　

五
つ
目
は
、
コ
ス
ト
削
減
の
限
界
で
あ

る
。
こ
れ
ま
で
地
銀
は
新
規
採
用
の
抑
制

等
に
よ
っ
て
人
員
削
減
を
進
め
、
人
件
費

中
心
に
営
業
経
費
を
削
減
し
て
き
た
が
、

22
年
以
降
、
地
銀
に
お
け
る
人
手
不
足
が

深
刻
化
し
て
お
り
、
さ
ら
な
る
人
員
削
減

は
難
し
く
な
っ
て
い
る
（
図
表
6
）。
先

行
き
に
つ
い
て
も
、
先
述
の
通
り
、
地
銀

に
は
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
て
さ
ま
ざ

ま
な
役
割
が
期
待
さ
れ
て
お
り
、
人
手
不

足
は
一
段
と
深
刻
化
す
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
。
ま
た
、
地
銀
で
も
賃
上
げ
の
動
き

が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
に
加
え
て
、

D
X
・
G
X
等
の
支
援
機
能
の
強
化
に
は

人
材
育
成
等
の
人
的
投
資
の
拡
大
も
不
可

欠
で
あ
り
、
人
件
費
の
押
し
上
げ
要
因
と

な
っ
て
い
る
。

経
営
環
境
の
変
化
を
事
業
変
革
に
つ
な
げ
ら
れ
る
か

　

こ
う
し
た
経
営
環
境
の
変
化
は
、
地

銀
に
と
っ
て
持
続
可
能
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
の
構
築
に
向
け
た
変
革
の
チ
ャ
ン

ス
と
言
え
る
。
地
銀
の
ビ
ジ
ネ
ス
変
革

に
向
け
た
取
り
組
み
の
方
向
性
と
し
て

は
、
次
の
三
つ
が
あ
る
。

　

ま
ず
は
、
資
金
需
要
や
金
利
環
境
な

ど
の
変
化
を
生
か
し
た
貸
出
ビ
ジ
ネ
ス

等
の
収
益
性
改
善
で
あ
る
。
ポ
ス
ト
コ

ロ
ナ
に
伴
う
新
た
な
資
金
需
要
を
取
り

込
む
た
め
に
は
、
資
金
需
要
の
背
景
に

あ
る
経
営
課
題
を
見
極
め
、
そ
の
解
決

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

ま
た
、
金
利
上
昇
の
恩
恵
を
享
受
す
る

た
め
に
は
、
貸
出
金
利
の
引
き
上
げ
が

必
要
で
あ
る
が
、
貸
出
先
に
対
す
る
金
利

引
き
上
げ
交
渉
は
容
易
で
は
な
い
。
貸
出

の
付
加
価
値
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

貸
出
先
に
金
利
引
き
上
げ
を
受
け
入
れ
て

も
ら
い
や
す
く
な
る
だ
ろ
う
。
具
体
的
に

は
、
貸
出
先
と
の
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
強
化

し
て
、
貸
出
先
の
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
理
解
を

深
め
、
直
面
し
て
い
る
経
営
課
題
を
見
極

め
る
力
を
高
め
る
と
と
も
に
、
金
融
手
法

の
高
度
化
や
非
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
強
化
、

専
門
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
可
能
な
他
社

と
の
連
携
強
化
な
ど
も
進
め
て
、
貸
出
先

の
経
営
課
題
を
解
決
す
る
力
を
高
め
て
い

く
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

　

次
に
、
コ
ス
ト
削
減
重
視
の
戦
略
か
ら
、

成
長
投
資
を
重
視
し
た
戦
略
へ
の
シ
フ
ト

で
あ
る
。
持
続
可
能
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

の
構
築
に
向
け
て
収
益
力
強
化
が
喫
緊
の

課
題
と
な
る
中
、
地
方
創
生
や
D
X
、

G
X
と
い
っ
た
社
会
課
題
の
解
決
に
向
け

て
地
銀
に
期
待
さ
れ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な

役
割
は
大
き
な
ビ
ジ
ネ
ス
機
会
と
言
え
る
。

こ
う
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
機
会
を
通
じ
て
収
益

力
を
強
化
す
る
た
め
に
は
、
人
材
・
シ
ス

テ
ム
等
へ
の
積
極
的
な
成
長
投
資
に
よ
っ

て
、
し
っ
か
り
と
し
た
支
援
体
制
を
構
築

す
る
必
要
が
あ
る
。
も
っ
と
も
、
経
営
資

源
が
限
ら
れ
る
中
、
総
花
的
に
さ
ま
ざ
ま

な
ビ
ジ
ネ
ス
領
域
に
展
開
す
る
と
十
分
な

支
援
体
制
が
構
築
で
き
ず
、
ビ
ジ
ネ
ス
の

収
益
化
も
難
し
く
な
る
。
従
っ
て
、
地
銀

は
地
域
経
済
へ
の
理
解
を
深
め
、
未
解
決

の
地
域
課
題
を
見
極
め
た
上
で
、
そ
の
解

決
に
向
け
た
ビ
ジ
ネ
ス
戦
略
を
策
定
し
て
、

注
力
す
べ
き
分
野
に
集
中
的
に
経
営
資
源

を
投
じ
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
こ
う
し
た
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス

戦
略
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
専
門
組
織

の
設
置
や
営
業
体
制
の
構
築
に
向
け
た
専

門
人
材
の
確
保
や
、
変
革
に
向
け
た
社
内

の
意
識
改
革
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
と
な

る
。
外
部
か
ら
の
専
門
人
材
の
確
保
で
は
、

積
極
的
な
新
規
採
用
や
専
門
企
業
か
ら
の

出
向
者
の
受
け
入
れ
に
加
え
て
、
専
門
人

材
が
集
中
す
る
首
都
圏
で
の
採
用
や
オ
ン

ラ
イ
ン
副
業
の
活
用
、
専
門
企
業
の
買
収

な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
さ
ま
ざ
ま

な
業
界
で
取
り
合
い
と
な
っ
て
い
る
D
X

人
材
な
ど
は
一
般
的
な
処
遇
で
は
獲
得
が

難
し
い
可
能
性
も
あ
り
、
多
様
な
給
与
・

人
事
制
度
や
勤
務
形
態
な
ど
の
整
備
も
検

討
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
社
内
で

の
人
材
育
成
で
は
、
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
や

資
格
取
得
支
援
制
度
、
専
門
企
業
へ
の
出

向
、
O
J
T
な
ど
の
強
化
に
加
え
て
、
従

業
員
が
専
門
的
な
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を
目
指

す
よ
う
な
環
境
整
備
、
社
内
風
土
醸
成
も

重
要
と
言
え
る
。
ま
た
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23
（年/期）

（％ポイント）

営業用設備DI 雇用人員DI

不足

10

0

▲10

▲20

（出所）日本銀行「全国企業短期経済観測調査」

〈図表6〉銀行における設備・人員の過不足
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ル
の
変
革
に
は
、
従
業
員
か
ら
の
理
解
・

協
力
が
不
可
欠
で
あ
り
、
経
営
環
境
や
ビ

ジ
ネ
ス
戦
略
に
関
す
る
積
極
的
な
情
報
共

有
や
勉
強
会
の
開
催
、
タ
ウ
ン
ホ
ー
ル
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
等
を
通
じ
た
経
営
陣
と
従
業

員
の
対
話
の
強
化
な
ど
を
通
じ
て
、
従
業

員
に
お
け
る
問
題
意
識
の
共
有
や
変
革
に

向
け
た
意
識
醸
成
と
い
っ
た
社
内
意
識
改

革
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

地
域
経
済
と
地
銀
ビ
ジ
ネ
ス
の
成
長
の
好
循
環
に
向
け
て

　

こ
こ
ま
で
見
て
き
た
通
り
、
足
元
に
お

け
る
地
銀
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
の
変
化

は
、
地
銀
に
と
っ
て
ビ
ジ
ネ
ス
変
革
の
チ

ャ
ン
ス
と
言
え
る
。
地
銀
に
は
、
資
金
需

要
や
金
利
環
境
の
変
化
を
生
か
し
て
着
実

に
貸
出
ビ
ジ
ネ
ス
等
の
収
益
性
改
善
を
図

る
と
と
も
に
、
地
域
経
済
・
企
業
の
課
題

解
決
に
向
け
た
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
戦
略
を

策
定
し
、
積
極
的
な
成
長
投
資
や
社
内
改

革
を
進
め
て
、
持
続
可
能
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。

　

地
銀
が
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
た
ビ

ジ
ネ
ス
を
追
求
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地

域
経
済
の
活
性
化
と
地
銀
ビ
ジ
ネ
ス
の
成

長
の
好
循
環
を
実
現
で
き
れ
ば
、
わ
が
国

経
済
の
持
続
的
な
成
長
に
も
つ
な
が
る
だ

ろ
う
。


